
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○生徒が主体的に学びに向かうための単
元構想・授業実践

○生徒対象の学習に関するアンケートを行
い、肯定的回答を７０％以上。

・単元全体の見える化、ふりかえりの充実を
図り、生徒の学習に対する主体性を育む。
・個別最適な学びと協働的な学びにより一
層の充実を図る。

B

・単元構想および単元全体の見える化に全職員、
１単元以上取り組んだ。また、各教科において振
り返りの視点に関して検討・実践を行った。その結
果、１２月実施の生徒対象の学習に関するアン
ケートでは、ほとんどの質問において肯定的回答
が７０％以上であった。より実践を重ねていきた
い。

A

・生徒対象の学習に関するアンケートにおいて、
年度当初よりも数値の上昇が見られ、肯定的な回
答は７０％以上を占めるものが大部分だった。単
元構想・単元全体の見える化に職員全体で取り
組むことができた証と考える。しかし、「研修不足・
環境不完全」との職員の声もあり、今後も実践を
重ねる必要がある。

A

・学校評価に関わるアンケートによる肯定的な回
答として、「学校はわかりやすい授業実践に取り
組んでいるか」の質問に対し生徒９０％、教職員９
６％、「授業を理解しているか」「学力向上を図って
いるか」の質問に対し生徒９１％、教職員９６％と
高い評価を得ており、成果指標を達成している。
日頃の授業でのペア学習やグループ学習の取組
などが成果だと考える。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者
への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身につける教
育活動

○生徒対象に道徳評価アンケートを学期ご
とに実施し、肯定的回答85％以上をめざ
す。

・内容の精選を行い、各学年の様子や行事
等に応じた内容を組み立てる。
・学期ごとにアンケートをとり、学習内容の
振り返りと定着を行う。

B

・各学年の発達段階や状況に応じて、内容を精選
して授業に取り組んでいる。また、道徳教育担当
がモデル授業を行い、若手教諭の指導力向上に
も力を入れている。
・学年間で実施内容を揃え、指導案をシェアする
ことができているが、授業数は十分とは言い難
い。
・各学期ごとのアンケートは実施できていないが、
３学期に全体の評価アンケートを実施予定であ
る。

B

・学校評価アンケートの「自分にはいろいろなよい
ところがあると思いますか」の質問に対し、生徒の
肯定的回答７８％、「学校は生徒に自己肯定感を
育てているか」の質問に対し、肯定的な回答とし
て保護者８６％、教職員９６％の結果だった。成果
指標の達成には至らなかった部分もあり、今後の
充実した取り組みがさらに求められる。

A

・アンケートの肯定的回答として、「学校生活は充
実していると思いますか。」生徒９３％、「第一中学
校に入学させてよかったと思いますか。」保護者９
０％の結果を受け、一中の卒業生として、生徒・保
護者ともに充実感が高いことは誇らしく感じる。今
後も支援・指導を継続してほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取
組の充実

○学校評価アンケートでいじめの防止・早
期対応の取り組みに関する肯定的回答が
生徒８５％以上、保護者９０％以上。

・毎学期に職員研修会、毎月の生活アン
ケート、定期的な教育相談等を実施し、早
期発見・早期対応の充実を図る。

B

・3年生は、常に学年廊下に常駐し、生徒の見守
り・声掛けを行いながら、問題行動の早期発見・
早期対応を行った。
・2年生では、休み時間も学年フロアに常駐し、生
徒の行動を観察するとともに、声掛けを行った。
・毎月生活アンケートを行い、気になる事案はすぐ
に聞き取りを行い、いじめの早期発見対応を図っ
ている。
・1年生では、学年フロアの職員常駐を行い、問題
発生時には職員が付き添いながら対応を行った。

B

・学校評価アンケートでの肯定的回答は、生徒８
４％、保護者８１％と目標を下回る結果であった。
各学年とも常に学年廊下に常駐し、問題行動の
早期発見・早期対応を行った。また、毎月の生活
アンケートや定期的な教育相談を実施し、対応の
充実を図ることができた。
一方、SNSトラブルが年々増加傾向にあり、早期
に学校が把握することが困難な事案が増えてき
ているため、今後ますます家庭との連携が重要と
なる。

A

・日頃より子どもたちに対しきめ細やかな対応や
指導を行っており、安心して学校をみている。引き
続き、子どもたちが安心して学校生活を送ること
ができる学校を期待する。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒７５％以
上。
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒７５％以上。

・学校行事や生徒会活動、ボランティア活動
に参加し、頑張っていた生徒を紹介する場
を全校、学年、学級の中に設け、自己肯定
感の向上に努める。
・進路講演会や職場体験等を自分の将来に
ついて具体的に考え、交流する場とする。

B

・進路講演会や職場体験、職業講話を実施し、自
己の将来について考える場をつくることを行った。
・１年間を通して、通学路の「クリーンアップ大作
戦」という登校時ごみ拾いをする取組を生徒会活
動として実施。また、地域清掃、虹の松原保全活
動、小学校学習指導等ボランティア活動を多く紹
介。各活動に積極的に参加する姿勢が出てきた。
その活動を通信等で紹介し、自己肯定感を大い
に高めた。

B

・「先生たちは、生徒一人ひとりをよく見て、よさを
伸ばしていると思う」と回答した保護者が86％、生
徒が91％であり、よい評価を得ている。教職員が
常に生徒に寄り添い、きめ細やかな対応や活躍
する場を作っていることが要因の一つであると考
えられる。
・「学校は学校行事や講演会などを通して、生徒
に将来の生き方について学ばせていると思う」と
回答した保護者は90％であったが、「将来の夢や
目標を持っている」と回答した生徒は67％であっ
た。中学生は将来への悩みが大きい時期であり、
更なる手立てが必要である。

A

・アンケート結果から、「将来の生き方について学
ばせているか」の質問に対し、保護者９０％、教職
員１００％の肯定的な回答結果であり、キャリア教
育の充実を感じる。
　また、ボランティア活動への参加や学校行事の
取り組みを通して、子どもたちを承認・賞賛するこ
とで自信と自己肯定感が高まっていると思われ
る。

○「いのちの大切さを考える」取組 ○「いのちの大切さについて考えることがで
きた」と肯定的回答した生徒の割合80％以
上。

・本校に在籍しながらも白血病に苦しみ、１
２歳で亡くなった生徒の命日にあわせ、５月
１９日に全学年で「いのちの大切さを考え
る」取組を行う。 A

生徒向けのアンケート結果から、肯定的な回答の
割合が全体の９８％と、かなり取組に対する効果
を感じることができた。

A

・本校独自の取り組みであり、効果も大きいため、
今後も継続して取り組んでいきたい。

A

・成果指標の数値を大きく上回るアンケート結果
から、命に関わる教育の充実を感じる。このような
教育を中心に思いやりのある子どもたちが育つと
考える。

●安全に関する資質・能力の育成 ○学校安全に関する学習後や避難訓練等
の感想から、理解の促進や学習の大切さを
述べている生徒の割合が９０％以上。

・事前学習の充実や、水害・火災・台風・大
雪など様々な緊急時を想定した危機回避能
力を身につける安全教育を推進するため、
身近な事例を取り上げて学びの充実を図
る。 B

・様々なケースを想定した避難訓練や原子力災害
を想定した引き渡し訓練などを実施し、身近なも
のであるという意識を高める活動を実施した。そ
の際に実施方法やより効果的な指導方法につい
て生徒指導部などとも連携しながら改善も行っ
た。
・保健体育や家庭科の授業など多面的に生徒へ
のアプローチをし、生徒の生活習慣をより良いも
のにするための指導を行った。

A

・避難訓練や防犯・安全教室後の感想より、ほと
んどの生徒が理解の促進や安全学習の大切さに
ついて述べていた。特に防犯教室では、SNSの取
り扱い方についての情報モラルに関する内容にも
触れてもらい、SNSトラブルを未然に防ぐ対策につ
いての理解を高めることができた。

A

・学校安全教育については、近年の社会事象から
もわかるように特に注視する必要がある。引き続
き、身を守る大切さを考える授業などを取り入れ
てほしい。

〇望ましい生活習慣の形成 ○「メディア等の使用について家族で話し合
い、ルールを設けている」と肯定的な回答を
した保護者90％以上。

・コミュニティスクールの取組を中心として、
小・中学校が協働でメディアの使い方につ
いて考える日を設定。

B

・保健だよりや委員会活動等様々な方面から生徒
や保護者に対して、意識づけを行った。

B

・「自分の家では、スマートフォンやゲーム、テレビ
の使用について家族で話し合い、ルールをつくっ
ている」と回答をした生徒６８％、保護者６８％で
あった。今後、メディアの使い方について家庭で
ルールを設け、正しくメディアを活用できるように
呼びかけを行っていく必要がある。

B

・コミュニティスクールの取り組みを中心として、
小・中学校が協働でメディアの使い方について考
える日を設定しながら家庭を巻き込んでの啓発は
一定の評価がある。一方で、スマホやゲーム等の
使い方について、生徒への講座だけではなく、保
護者向けの講座も必要ではないか。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当
たりの年次休暇の取得日数１４日以上。

・行事内容の見直し、校時程の見直し、校
務分掌の業務分担の平準化を進める。

B

・はなまる連絡帳を活用し、朝の欠席連絡やそれ
に付随する家庭連絡の業務を改善したことで、電
話による対応が減少した。

C

・年次休暇の取得に関わり、成果指標を達成でき
ていないことと、あわせて５日未満の休暇取得の
職員がいた現状がある。思い切った改革が必要と
考える。 C

・地域保護者のニーズに対して努力されていると
思いますが、生徒たち自身がどんな一中にしたい
かという生徒目線に立った学校運営が大切になる
と考えます。

○職員間の共有を図る手段の工夫 ○「あなたの時間外在宅時間は昨年より減
少したと思いますか」の項目で、肯定的回
答80％以上。

・「はなまる連絡帳」の活用を通して、職員
への共有を図り、可能な限り職員集合の回
数等を減らす。

B

・職員数が多いこともあり、招集を可能な限り減ら
し、はなまる連絡帳やホワイトボードなどを利用し
て情報共有を図った。

B

・ICTによる業務改善については一定の効果は
あった。しかし、職員の時間外在校時間や年休取
得率については、大きな改善は見られなかった。
引き続き、業務の見直しと業務分担の平準化を進
めていく必要がある。 B

・学校だけではなく社会全体で、この課題には取
り組むべきだと考える。また、先生方も一親で、ご
自身の子育ても大切にしてほしい。今後の取り組
みとして、運営協議会に市会議員を招き、学校の
現状を知ってもらうなど考えていく必要がある。

●特別支援教育の充実

○生徒が安心して学習できるという意識の
向上

○「安心して学習できる」と回答する生徒
60％以上。

・個々の生徒に関する情報共有の充実化、
支援計画の確認、保護者との細かい連携、
授業カリキュラムの見直し。

B

・生徒状況や連絡事項を連絡ノート等でこまめに
行い、個々の生徒に対して支援や保護者との連
携を行うことができた。個々の生徒の状況に応じ
て対応を心がけた。今後も続けていきたい。 A

・「安心して学習できる」と回答した生徒は、９２％
であった。担任や関係機関との連携をとり、生徒
の不安や悩みを共有し授業に取り組んだ。

A

・教室配置、支援学級独自のカリキュラム等細や
かに対応できている。今後も継続して教育的配慮
を柱にした取り組みをお願いしたい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学力の向上

○単元を貫く課題設定の工夫。 ○「あなたは授業が分かりますか」の問いに
対する生徒の肯定的な回答８５％以上。

・「書くこと」の課題の充実を図る。
・協働的な学びを推進するためのグループ
活動の充実。
・個別最適な学びを推進するためのICT活
用。 B

・協働的な学びを推進するための学級風土づくり
として、短時間グループアプローチ「壱魂トーク」を
毎月１・２回程度、定期的に実施した。また、その
活動を授業へ反映できるよう、各教科実践を行っ
た。
・個別最適な学びを推進するために、ICT活用に
関する職員研修を実施した。今後、授業での活用
を増やし、共有を図りたい。

A

・「あなたは授業がわかりますか」の問いに対し
て、生徒の肯定的な回答は９０％以上であった。
また、壱魂トークの定期的な実施、タブレット端末
の活用に関する研修等、個別最適な学びおよび
協働的な学びのための土台づくりが前年度より進
められた。今後「書くこと」に対する課題への対
応、厳しいネットワーク環境下での工夫が必要で
ある。

A

・生徒は理解していると回答しているが、テストの
結果は難しいものがある。更なる授業力向上等を
めざしてほしい。別室登校の生徒に対して、学校
独自で進めている学習支援については、子どもた
ちの様子からも学習意欲の向上につながった。今
後も継続してほしい。

○生徒指導

○規範意識の向上と自己管理能力（自主
性）の育成

○学校評価アンケートで学校や社会のルー
ルを守っていると回答した生徒９０％以上。

・生徒心得「初心」の全校読み合わせ時間
の設定。
・教員と生徒会による毎朝の立腰放送。
・日々の声掛けと家庭との密な連携。

B

・生活心得「初心」を全校生徒に配布し共通理解
のもと指導を行った。また，毎月の生活アンケート
で1月ごとの生活態度を振り返らせその改善に充
てている。

A

・学校評価アンケートでの生徒の肯定的意見は９
８％と高い水準であった。「初心」の読み合わせ
や、職員による日々の声掛け、生活アンケートに
よる自己の振り返り等を継続して行うことができ
た。職員の意識や声掛けの程度に差が見られる
ため、共通理解を徹底していく必要がある。

A

・制服の着こなしを見ていると課題があるように感
じる。ほとんどの生徒はきちんとしているのだろう
が、一部の生徒の様子が気になる。一方で、登校
時の挨拶や日頃の生活の様子をみていて、落ち
着きのある生徒が育ってきていると感じる。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

学校名 唐津市立第一中学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５ 総合評価・
  次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

２ 学校教育目標
一中大好き ～感謝・感動・開拓～
●めざす学校像「明日も来たくなる学校」「誰一人取り残さない学校」
●めざす生徒像「意欲的に学ぶ生徒」「礼・心をつくす生徒」「元気ハツラツな生徒」

・前年度の取組として、学校行事への生徒たちの真剣な取組と保護者の協力、学校側のはなまる連絡帳による細かな発信、リアルな配信等、保護者や地域への広報に力を入れ、一定の評価を得ることができた。学校運営協議会の中では、生徒・保護者のニーズやよいことだけでなく、気になる点につ
いても掘り起こす必要があるとの意見をいただいた。一方で、学校のリソースは限られており、業務改善が求められている現状でもある。地域の中にある学校という視点で、地域、家庭と学校が連携・分担・協働し教育活動を推進していくことが求められる。
・学校評価アンケートによる「学校生活は充実していると思いますか」で生徒の肯定的回答生徒９６％、「第一中学校に入学させてよかったと思いますか」で保護者の肯定的回答９３％の結果から、学校への期待と信頼を得ていると捉える。一方で、学力定着への不安が生徒、保護者から聞こえる。
次年度から唐津市における学力向上研究校として、更なる家庭の理解と協力や地域からの支援、教職員の日頃の対応や指導の成果を求めながら課題への取組に努めていく。

●業務改善・教職員の働き方
改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

３ 本年度の重点目標
①生徒が意欲的に学ぶために、わかる授業を展開するとともに家庭学習の充実を図る。
➁礼・心をつくす生徒を育てるために、自己肯定感を高める活動を取り入れたり、思いやりの育成をねらう取組を考えたり、地域を愛し地域と繋がる活動を展開する。
③元気ハツラツな生徒を育てるために、体力向上の推進や安全教育の充実を図る。


